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厚生労働省保険局医療課

検査料の点数の取扱いについて

標記について、別添のとおり地方厚生（支）局医療課長、都道府県民生主管部（局）
国民健康保険主管課（部）長及び都道府県後期高齢者医療主管部（局）後期高齢者医療
主管課（部）長あて通知したのでお知らせします。



地方厚生（支）局医療課長
都道府県民生主管部（局）
国民健康保険主管課（部）長 ト殿
都道府県後期高齢者医療主管部（局）
後期高齢者医療主管課（部）長

保医発 12 2 7第4号
平成25年 12月27日

厚生労働省保険局医療課長
（公印省略）

厚生労働省保険局歯科医療管理官
（公印省略）

検査料の点数の取扱いについて

標記について、「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実焔上の留意事項についてJ（平成24
年3月5日保医発0305第1号）の一部を下記のとおり改正し、平成26年1月1日から適用しま
すので、貴管下の保険医療機関、審査支払機関等に対して周知徹底を図られたい。

記

1 別添1第2章第3部第1節第1款D0 0 7中（47）を（48）とし、（45）から（46）を（4
6）から（47）とし、（44）の次に次のように加える。

(45) プレセプシン定量
ア プレセプシン定量は、区分番号「D007」血液化学検査の「47」プロカノレシトニ
ン（PCT）定量の所定点数に準じて算定する。
イ 本検査と区分番号「D007」血液化学検査の「47 Jプロカノレシトニン（PCT)
半定量、プロカノレシトニン（PCT）定量又は区分番号「D0 1 2」感染症免疫学的検
査の「32」エンドトキシン検査を併せて実施した場合は、主たるもののみ算定する。
ウ 本検査は、敗血症（細菌性）を疑う患者を対象として測定した場合に算定できる。

2 別添1第2章第3部第1節第1款D0 1 2中（47）を（48）とし、（19）から（46）を（2
0）から（47）とし、（18）の次に次のように加える。

(19) ヒトメタニューモウイノレス抗原定性
ア ヒトメタニューモウイノレス抗原定性は、区分番号「D0 1 2 J感染症免疫学的検査の
「21」RSワイルス抗原定性の所定点数に準じて算定する。
イ 本検査、木区分「11」ワイノレス抗体価（定性・半定量・定量）のインフルエンザワ



イノレスA型若しくはインフノレエンザウイルスB型、若しくは「19 Jノイラミニダーゼ、
若しくは「21」インフ／レエンザウイノレス抗原定性又は本区分「21」RSワイルス抗
原定性のうち3項目を併せて実施した場合には、主たるもの2つに限り算定する。ただ
し、本区分「11」ウイルス抗体価（定性・半定量・定量）のインフノレエンザウイノレス
A型若しくはインフノレエンザワイルスB型、「19 Jノイラミニダーゼ文は「21 Jイ
ンフノレエンザワイノレス抗原定性を併せて実施した場合は1項目として数える。
ウ 本検査は、当該ウイルス感染症が疑われる 6歳未満の患者で、あって、画像診断により
肺炎が強く疑われる患者を対象として測定した場合に算定する。

3 別添1第2章第3部第1節第1款D0 1 4中（23）を（24）とし、（6）から（22）を（7)
から（23）とし、（5）の次に次のように加える。

( 6) 抗ARS抗体
ア 抗AR S抗体は、区分番号「D0 1 4 J自己抗体検査の「13 J抗セントロメア抗体
定性の所定点数に準じて算定する。
イ 本検査と本区分「9」抗J0 1抗体定性、抗Jo-1抗体半定量又は抗Jo-1抗
体定量を併せて実施した場合は主たるもののみ算定する。
ワ 本検査と本区分「9」から「11 Jまでに掲げる検査を2項目又は3項目以上行った
場合は、所定点数にかかわらず、それぞれ32 0点又は490点を算定する。ただし、
本検査と本区分「9J抗FJ 0 1抗体定性、抗Jo-1抗体半定量又は抗Jo-1抗体
定量を併せて実施した場合は1項目として数える。



。「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」（平成24年3月5日付け保医発0305第l号）

改正後 現行

別添1 1別添1
医科診療報酬点数表に関する事項 、 ｜ 医科診療報酬点数表に関する事項

第2章特掲診療料 ｜第2章特掲診療料

第3部検査 1第3部検査

D007 血液化学検査 ID 0 0 7 血液化学検査

( 1 ）～（44）略 I < 1 l～（44）略
(45) プレセプシン定量

ア プレセプシン定量は、区分番号「D0 0 7 J血液化学検査の「47 I 

プロカルシトニン（PCT）定量の所定点数に準じて算定するn

イ 本検査と区分番号「D0 0 7 I血液化学検査の「47 Jプロカルシ

トニン（pCT）半定量、プロカノレシトニン（PCT）定量又は区分

番号「D0 1 2 J感染症免疫学的検査の「32 Jエンドトキシン検査

を併せて実施した場合は、主たるもののみ算定する。

ウ 本検査は、敗血症（細菌性）を疑う患者を対象として測定した場合

巳皇室主主ゑ♀
」坐L～」笠L略 ｜」坐L～」笠L 略

D012 感染症免疫学的検査 ID 0 1 2 感染症免疫学的検査

( 1 ）～（18）略 I c 1 l～（18）略
(19) ヒトメタニューモウイJレス抗原定性

ア ヒトメタニューモウイノレス抗原定性は、区分番号 fD0 1 2 I感染

症免疫学的検査の「211 R Sウイノレス抗原定性の所定点数に準じて

差亙主ゑL
イ 本検査、本区分「 11 Jウイノレス抗体価（定性・半定量・定最）の

インフノレエンザウイルスA型若しくはインフルエンザウイルスB型、

（参考．新旧対照表）



若しくは「19 Jノイラミニダーゼ、若しくは「21 Iインフノレエン

ザウイルス抗原定性又は本区分「211 RSウイルス抗原定性のうち

3項目を併せて実施した場合には、主たるもの2つに限り算定するの

ただし、木区分「11 Iウイノレス抗体価（定性・半定量・定量）のイ

ンフルエンザウイノレスA型若しくはインフノレエンザウイノレスB型、「1

9Jノイラミニダーゼ又は「21 Iインフノレエンザウイルス抗原定性

を併せて実施した場合は1項目として数える内

ウ 本検査は、当該ウイ／レス感染症が疑われる 6歳未満の患者であって、

画像診断により肺炎が強く疑われる患者を対象として測定した場合に

皇室主盃L
斗型L～」坐L 略

D014 自己抗体検査

( 1 ）～（ 5）略

( 6) 抗AR S抗体

ア 抗AR S抗体は、区分番号「D 0 1 4 J自己抗体検査の「 13 I抗

セントロメア抗体定性の所定点数に準じて算定するロ

イ 本検査と本区分 r9 J抗Jo-1抗体定性、抗 Io-1抗体半定量
文は抗I0 1抗体定量を併せて実施した場合は主たるもののみ算定

土ゑL
ウ 本検査と本区分「91から「 11 Iまでに掲げる検査を2項目文は

3項目以上行った場合は、所定点数にかかわらず、それぞれ32 0点

又は49 0 点を算定する。ただし、本検査と本区分「91抗 T0 1 

抗体定性、抗 To -1抗体半定量又は抗Jo-1抗体定量を併せて実

施した場合は1項目として数えるn

_ill_～」笠L 略

斗些L～」fil_ 略

D014 自己抗体検査

( 1 ）～（ 5）略

」旦L～」笠L 略


